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注  意  事  項 

1．試験時間は 90分です。 

2．問題用紙は指示があるまで開かないでください。 

3．各解答用紙に、受験番号、氏名を書いてください。 

4．解答は、設問ごとに解答用紙 1枚以内で記入してください。 

5．質問がある場合は手を挙げて監督者に知らせてください。  

6．全ての配布物は試験終了後に回収します。 

 

 

※ 配布した白紙はメモ用紙として使用してください。 

 



【小児看護学】 

 

下記の問いについて、それぞれ解答用紙 1枚以内で記述してください。 

 

問１ 下のグラフから考えられるわが国の小児看護の課題について述べてください。 

 

  

 

出典: 厚生労働省. 医療的ケア児等とその家族に対する支援施策医療的ケア児について. https://www.mhlw.go.jp/ 

content/000981371.pdf. 202511 取得（厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「医療的ケア児に    

対する実態調査と医療・福祉・保健・教育等の連携に関する研究（田村班）」 及び当該研究事業の協力のもと、

社会医療診療行為別統計により厚生労働省障害児・発達障害者支援室で作成）. 

 

 

 

 

問２ 「小児看護領域で特に留意すべき子どもの権利と必要な看護行為」（小児看護領域の

業務基準，日本看護協会看護業務基準集 2007年改訂版）を踏まえて、看護ケアを実

践するときに尊重すべき子どもの権利について述べてください。 

 

在宅の医療的ケア児の推計値 (0〜19歳） 


